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倶楽部理念 

 

友愛と信義に結ばれ家庭的ムードと人の和を重んずる伝統のあるクラブの一員で

ある誇りと自覚のもと、マナーとエチケットを守り気品の高いクラブを目ざして

努力しましょう。 

また、会員全員はボランティアとして円滑なクラブ運営のための諸活動に 

積極的に参画しましょう。 

 

 

 

 

〔挨拶の励行〕 

 会員は、名城庭球場に来場した際やテニスコートに入場した際は、会員相互に挨

拶を励行しましょう。 

 

〔服装について〕 

 テニスをする際の服装は、服装基準（別紙２）に基づき、着用してください。 

 服装基準に沿わない服装の方は、プレーをご遠慮いただくことがありますので、

ご注意ください。 

 

〔プレーヤーとしての心がけ〕 

プレーヤーはルール、マナー、エチケットを守り、楽しくプレーすることを心掛

けましょう。 

  

〔クラブに来場してプレーをする場合〕 

来場後速やかに受付をして下さい。 

➀受付簿に氏名、来場時間を記入する。 

➁プレーフィーシールを添付する。 

➂オーダーオブプレーにネームバッチを取り付けて下さい。 

➃退場する場合は、受付簿に退場時間を記入してください。 

 

 

 

 

 



テニスプレーのルールとマナー 

 

 テニスコートでプレーする場合は、次のルールで行ってください。 

 

（1）練習時間は、ゲーム前は５分以内、ゲームをしない場合は３０分以内とする。 

（2）試合は原則セルフジャッジとする。セルフジャッジのルールは、日本テニス協会の規定に基づき別に定

める。 

（3）試合方式は、原則 1セット、6ゲーム先取とし、平日はスタンダード方式で、土日祝日はセミアドバン

テージ方式でプレーしなければならない。 

（4）エンドチェンジの時は、ボールを相手に渡すか、サーバーポジションに置く。 

（5）他コートから自コートにボールが入った時は、レットをコールし、自分たちのプレーを一時中断

した後、拾ったボールを他コートのメンバーに返球する。 

その際、他コートがプレー中の場合は、コート後ろに転がし入れることとする。 

（6）第１サーブが他のコートに入った場合でも、プレーを中断せず、第２サーブを続けること。 

他コートからの返球を待っていることは遅延行為とみなされるので気を付けてください。 

（7）インプレーの時は、そのコートの後方を通ってはならない。 

（8）ネームバッジをオーダーオブプレーボード（順番待ちネームボード）に取り付けて順番待ちをしなけれ

ばならない。順番待ち時間中、食事を取ることができるが、前の試合が終了した時点までには食事を終

え待機しなければならない。 

（9）一般への貸しコートから当倶楽部使用コートとなった場合、変更時間前にそのコート内での待機は禁

止する。 

（10）ゲームが終了したら、ブラシをかけるなどコート整備を全員で行う。コート面の荒れた箇所はトンボ

掛けをし、コート面が乾いているときは水撒きをする。 

（11）試合を終了した者もしくは既定の練習時間を終了した者が、引続き同一コートにてプレーを継続す

る場合は、当該コートの予約者がいないことを確認した上でプレーを継続することができる。なお、

継続する場合はコート整備を省くことができる。 

（12）コート使用の順番になっても、試合を行うための人数が集まらない場合は、10分間の猶予時間を認

める。ただし、猶予時間内に人数が集まらない場合は、10分間の猶予時間を含め練習（全 30分）と

しなければならない。 

（13）プレー中及びコートサイドでの飲食等については、次の通りとする。 

① コート内での飲食は原則禁止とする。ただし、エネルギー補給及び水分補給は可とする。 

② ガムを噛んでのプレーは禁止する。 

③ 1番コートの観覧席、７番・８番コートの間の休憩所での食事は禁止する。 

  ただし、全国百歳テニス大会の時は除く  

④ ゴミは持ち帰り、名城庭球場及び休憩所の清潔・整頓に協力すること。 

⑤ 飲酒後のプレーは禁止する。 

⑥ 名城庭球場施設内は禁煙とする。 

以上 



[2020. 2. 1] 

セルフジャッジのルールとマナー（ＪＴＡルールブック抜粋） 

 

１．ボールの「アウト」及び「フォールト」の判定とコール（以下「ジャッジコール」） 

・「アウト」及び「フォールト」の判定は、ボールとラインの間に、はっきりと空間が見えた時に行

う。判定が難しい時は「グッド（イン）」と判定する。 

・「アウト」及び「フォールト」の判定は、自分側のコートについてのみ行い、相手側のコートについ

て、判定する権限を有しない。ただし、当クラブコート（土のコート）では、相手側のコートにつ

いて、ボールマークの確認を要求することができる。両者のボールマークが異なる場合、あるい

は、ボールマークが確認できない場合は、最初の判定が優先される。 

・ジャッジコールは、原則、判定を行った時点で速やかに、相手に聞こえる声と相手に見えるハンドジ

グナル（手振り）で行う。ただし、当クラブコート（土のコート）では、ボールマークの確認によ

り「アウト」及び「フォールト」の判定を行った後に、ジャッジコールを行うことができる。 

 

２．スコアーのアナウンス 

・サーバーは、サーブを打つ前に、レシーバーが聞こえる声で、スコアーをアナウンスする。レシーバ

ーはアナウンスされたスコアーを確認し、できれば「うなずく」などの応答をする。スコアーをアナ

ウンス後に、プレーを行った場合、アナウンスされたスコアーは双方で認めたものとする。 

・スコアーが分からなくなった場合は、双方で協議をし、合意をしたスコアーから試合を継続する。 

 

３．サービスのレットの判定 

・サービスのレットの判定は、レシーバー及びそのパートナーだけでなく、サーバー及びそのパートナ

ーも行うことができる。 

 

４．その他 

・ダブルスの場合「アウト」及び「フォールト」の判定は、パートナーの一方が行えば、そのペアとし

て判定したことになる。また、ペアの両選手の判定が食い違った場合は、そのペアの失点となる。 

・コートの外の人（当該プレイヤー以外）は、セルフジャッジに口出しはしない。 

 

 

 

  

別紙 1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別紙 2 



 

フェースマスクの着用許可条件について 

 

1. フェースマスクの色・柄・形状は、名古屋ローンテニス倶楽部の歴史と伝統を踏まえて、品位を損

なわないものとする。 

ただし、以下のものは禁止する。 

（1） 色 

・黒色系（離れて見たときに黒色と認識されるものを含む） 

・蛍光色 

・原色及び原色に近い色 

・華美な色 

（2） 柄 

・迷彩色（カムフラージュ柄と表記されているものを含む） 

 ・奇抜な柄 

 ・華美な柄 

（3） 形状 

 ・下部がフリル状になっているもの及びフリルがついたもの 
 

2. 会長杯、クラブチャンピオン等の公的な倶楽部主催試合及び友好倶楽部との交流戦では、フェース

マスクの着用は禁止する。 

3. 練習試合においても、試合前と試合終了後には、フェースマスクを外す又は下げる等を行い、きち

んと相手側と挨拶を行う。 

4. フェースマスク着用時は、声が聞こえにくくなるため、大きな声で、カウント等をコールする。 

 

 

 

別紙 3 



会員の皆さんへ 

エチケット・マナー部会からのお願い 

 

１．挨拶の励行について 

会員は、名城庭球場に来場した際やテニスコートに入場した際は、会員が相互に

挨拶を励行しましょう。 

 

２．順番待ちの方へのお声がけについて 

試合が終わり、コートに入っていた４人が、そのまま次のコートの順番待ちをさ

れる方がみえますが、人数が集まらないため試合ができず、待機されている方がみ

えましたら、是非お声がけをいただきますようお願いします。 

相手を思いやる気持ちを持って、共に楽しむ倶楽部づくりにご協力ください。 

 

３．ダブルスの人数が集まらない場合の対応について 

コート使用の順番になって、２人または３人でコートに入って、練習をしていた

場合、１０分間の猶予時間を設けます。ただし、１０分が経過しても人数が集まら

ない場合は、１０分間の猶予時間を含め、練習（全３０分）としなければなりませ

ん。時間については、コートに入った方が気をつけて、厳守するようお願いいたし

ます。 

 

４．試合終了後の握手について 

試合終了時点は、ルールブック上、「両プレーヤー（組）が勝敗を認めて握手した

時点」としています。しかし、現在、新型コロナウイルス感染防止のため、握手を

取り止めにしていますが、今後、ラケット・タッチを推奨します。 

 

５．ライン掃きについて 

試合終了後のライン掃きは、シングルコートも行っていただくようお願いします。 

 

６．コート整備について 

この度、会員の皆さんがコートを気持ち良くご利用いただくために、土入れバケ

ットとスコップを設置いたしました。コートを使用後、凹んだ場所があれば、スコ

ップで土を埋め、トンボで均し、散水後、踏み固めてください。 

後に使う会員の方のためにも、コートを大切にしてご利用いただきますようご協

力をお願いします。 

以上 


